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I. 概説編

１. はじめに

従来の「簡易鋼製ふとん篭」の特徴である軽量・簡単に組み立てが出来るという点を生

かした「ＪＦＥ大型篭枠」を開発しました。 

鋼製土留め擁壁として谷止め工や山腹工を含む砂防工事に広範囲にご使用できます。ま

た、「ＪＦＥ篭枠」は枠付けした溶接金網を“Ｌ形”に加工し、コイル筋で“Ｉ形”パネル

と一本化する事で現場でのスムーズな組立てを可能にしました。 

ＪＦＥ大型篭枠は、従来の篭工の優れた特長を生かしながら、永久構造物としての機

能を兼ね備えた製品であります。

２. 大型篭枠の用途

大型篭枠は、主に以下のような用途で使用されます。 

① 切土・盛土の末端部土留工、山腹土留工

              断 面        断 面

図 I.１ 切土・盛土の末端部土留工、山腹土留工

② 小規模な治山ダム（谷止工）、床固工（堤高５ｍ以下）

               正 面           断 面

図 I.２ 小規模な谷止工、床固工

③ 護岸工、水制工、根固工

                   正 面

図 I.３ 護岸工、水制工、根固工

④ 流路工、落差工

                     断 面

図 I.４ 流路工、落差工
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３. 大型篭枠の特長

大型篭枠は山形鋼，丸鋼を組み合わせたパネル構造で、ボルト接合によりスムーズな組

立てを可能とした永久構造物としての機能を兼ね備えた製品です。

以下に大型篭枠の特長を示します。

 大型篭枠は用途が多彩です 

大型篭枠は、従来の篭枠の剛性を高めた製品で、土留め擁壁だけでなく谷止工やその他、

治山・砂防にも利用できます。 

 大型篭枠は施工性に優れています 

ふとん篭は十分な強度を得るために熟練工により玉石等を中詰めする必要があります

が、熟練工は極端な人手難の状況にあります。

一方、大型篭枠はパネルをボルト留めするだけの単純な作業のみであり、また機械施工

により玉石等を中詰めすることが可能であり、労働力不足の時代の要求に合った省力型製

品です。

 大型篭枠は透水性に優れています 

大型篭枠は中詰材に石礫等を使用することで、透水性に優れており、湧水の多い場所

へも適用できます。
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４. 大型篭枠の仕様

（1） 構成部材及び材料規格

表 I.１ 構成部材及び材料規格

（2） 表面処理

1) めっき製品

①JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」に規定する２種(HDZ55)の溶融亜鉛めっきを施すものと

する。

②ボルト、ナット、座金及び連結材は、JIS H 8641｢溶融亜鉛めっき｣に規定する 2 種

(HDZ35) の溶融亜鉛めっきを施すものとする。

③コイル筋は、亜鉛-アルミニウム 10％合金めっき（付着量 300g/m2以上）を施すものと

する。

2) 塗装品

① 黒色塗装を１回塗りするものとする。

② ボルト、ナット、座金及び連結材は、JIS H 8641｢溶融亜鉛めっき｣に規定する 2 種

(HDZ35)の溶融亜鉛めっきを施すものとする。

③ コイル筋は、亜鉛-アルミニウム 10％合金めっき（付着量 300g/m2以上）を施すものと

する。

部材名 規  格

前面パネル

後面パネル

端面パネル

Ｌパネル

上面パネル

JIS G 3532「鉄線」

JIS G 3101「一般構造用圧延鋼材」（SS400）
JIS G 3112「鉄筋コンクリート用棒鋼」（SR235）

切梁

連結板
JIS G 3101「一般構造用圧延鋼材」（SS400）

水平材

斜材
JIS G 3101「一般構造用圧延鋼材」（SS400）または

JIS G 3112「鉄筋コンクリート用棒鋼」（SR235）
コイル筋 JIS G 3547 ｢亜鉛めっき鉄線｣ 準用

ボルト・ナット JIS B 1180「六角ボルト」

JIS B 1181「六角ナット」

JIS B 1256「平座金」

連 結 材 JIS B 0205「メートル並目ねじ」(ねじ部) 
JIS B 1181「六角ナット」

JIS G 3101 ｢一般構造用圧延鋼材｣（SS400）
JIS G 3131 ｢熱間圧延軟鋼板及び鋼帯｣（SPHC）
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II.設計編

１. 構造図

図 II.１ 構造図

２．部材リスト

表 Ⅱ.１ ＥＦ120-N（奥行き 1.2ｍ、高さ 1.0ｍ、長さ 1.0ｍ（0.5ｍ））

部 材 名 品番 寸法（mm） 単位質量（kg）

本 体

前面パネル
SF112N 1000X1204X1000 21.52
SF512N 500X1204X1000 13.83

後面パネル
SB 10N 1000X984 14.23
SB 05N 500X984 8.74

端面パネル SE 12N 1200X403X1011 17.62

付属部品

切 梁 SKR12N 1200 6.82
水 平 材 SH 12N φ13X1245 1.47
斜 材 SV 12N φ13X1515 1.75

ボルト・ナット SB 02 M16X40 0.157

コイル筋
SC 05 φ5X50X500 0.16
SC 10 φ5X50X1000 0.31

仮 止 材 SK 12 φ9X1228 －

ふ た
上面パネル

FU112N 1100X980 7.64
FU512N 1100X480 4.81

連 結 材 SU 02 M8 0.144
       ※前面パネルと後面パネルはコイル筋で連結した状態で納入します。

切梁
SKR12N,SKR15N,SKR20N
SKR25N ,SKR30N

前面パネル
SF112N ,SF115N,SF120N
SF125N ,SF130N

奥行 1.2m EF120-N 
1.5m EF150-N
2.0m EF200-N
2.5m EF250-N
3.0m EF300-N

高
さ

1.
0m

高
さ

0.
15

m

水平材
SH12N,SH15N
SH25N,SH30N

,SH20N

後面パネル  SB05N

ボルト・ナット SB02

端面パネル
SE12N ,SE15N,SE20N
SE25N ,SE30N

（長さ0.5m）
前面パネル
SF512N,SF515N ,SF520N
SF525N ,SF530N

斜材
SV12N,SV15N,SV20N
SV25N,SV30N

後面パネル  SB10N

コイル筋
SC10

長さ1.0m

長さ1.0m

コイル筋
SC05
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表 Ⅱ.２ ＥＦ150-N（奥行き 1.5ｍ、高さ 1.0ｍ、長さ 1.0ｍ（0.5ｍ））

部 材 名 品番 寸法（mm） 単位質量（kg）

本 体

前面パネル
SF115N 1000X1504X1000 23.51
SF515N 500X1504X1000 15.26

後面パネル
SB 10N 1000X984 14.23
SB 05N 500X984 8.74

端面パネル SE 15N 1500X403X1011 21.95

付属部品

切 梁 SKR15N 1500 8.15
水 平 材 SH 15N φ13X1545 1.78
斜 材 SV 15N φ13X1765 2.01

ボルトナット SB 02 M16X40 0.157

コイル筋
SC 05 φ5X50X500 0.16
SC 10 φ5X50X1000 0.31

仮 止 材 SK 15 φ9X1528 －

ふ た
上面パネル

FU115N 1400X980 9.52
FU515N 1400X480 6.03

連 結 材 SU 02 M8 0.144
       ※前面パネルと後面パネルはコイル筋で連結した状態で納入します。

表 Ⅱ.３ ＥＦ200-N（奥行き 2.0ｍ、高さ 1.0ｍ、長さ 1.0ｍ（0.5ｍ））

部 材 名 品番 寸法（mm） 単位質量（kg）

本 体

前面パネル
SF120N 1000X2004X1000 26.98
SF520N 500X2004X1000 17.73

後面パネル
SB 10N 1000X984 14.23
SB 05N 500X984 8.74

端面パネル SE 20N 2000X403X1011 28.35

付属部品

切 梁 SKR20N 2000 10.36
水 平 材 SH 20N φ13X2045 2.30
斜 材 SV 20N φ13X2215 2.48

ボルトナット SB 02 M16X40 0.157

コイル筋
SC 05 φ5X50X500 0.16
SC 10 φ5X50X1000 0.31

仮 止 材 SK 20 φ9X2028 －

ふ た
上面パネル

FU120N 1900X980 12.65
FU520N 1900X480 8.05

連 結 材 SU 02 M8 0.144
       ※前面パネルと後面パネルはコイル筋で連結した状態で納入します。
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表 Ⅱ.４ ＥＦ250-N（奥行き 2.5ｍ、高さ 1.0ｍ、長さ 1.0ｍ（0.5ｍ））

部 材 名 品番 寸法（mm） 単位質量（kg）

本 体

前面パネル
SF125N 1000X2504X1000 30.22
SF525N 500X2504X1000 20.09

後面パネル
SB 10N 1000X984 14.23
SB 05N 500X984 8.74

端面パネル SE 25N 2500X403X1011 34.74

付属部品

切 梁 SKR25N 2500 12.58
水 平 材 SH 25N φ13X2545 2.82
斜 材 SV 25N φ13X2680 2.96

ボルトナット SB 02 M16X40 0.157

コイル筋
SC 05 φ5X50X500 0.16
SC 10 φ5X50X1000 0.31

仮 止 材 SK 25 φ9X2528 －

ふ た
上面パネル

FU125N 2400X980 15.78
FU525N 2400X480 10.07

連 結 材 SU 02 M8 0.144
       ※前面パネルと後面パネルはコイル筋で連結した状態で納入します。

表 Ⅱ.５ ＥＦ300-N（奥行き 3.0ｍ、高さ 1.0ｍ、長さ 1.0ｍ（0.5ｍ））

部 材 名 品番 寸法（mm） 単位質量（kg）

本 体

前面パネル
SF130N 1000X3004X1000 33.91
SF530N 500X3004X1000 22.67

後面パネル
SB 10N 1000X984 14.23
SB 05N 500X984 8.74

端面パネル SE 30N 3000X403X1011 41.13

付属部品

切 梁 SKR30N 3000 14.79
水 平 材 SH 30N φ13X3045 3.34
斜 材 SV 30N φ13X3160 3.46

ボルトナット SB 02 M16X40 0.157

コイル筋
SC 05 φ5X50X500 0.16
SC 10 φ5X50X1000 0.31

仮 止 材 SK 30 φ9X3028 －

ふ た
上面パネル

FU130N 2900X980 18.91
FU530N 2900X480 12.08

連 結 材 SU 02 M8 0.144
       ※前面パネルと後面パネルはコイル筋で連結した状態で納入します。



7 

３．組立て歩掛り（参考）

表 Ⅱ.６ 組立て歩掛り（標準参考値）

注）                              

１. 本歩掛りは床掘り、切土、及び小運搬は含みません。

２. 数値は正面投影面積当たりです。

サイズ

工種 単位 EF120-N EF150-N EF200-N EF250-N EF300-N

組   立 普通作業員 人工/m2 0.08 0.09 0.10 0.11 0.12 

人力石詰め 普通作業員 人工/m2 0.30 0.45 0.60 0.75 0.90 

バックホウ

使用による

石詰め

普通作業員 人工/m2 0.12 0.15 0.20 0.25 0.30 

0.35m3 使用

の場合
時間/m2 0.36 0.45 0.60 0.75 0.90 

0.60m3 使用

の場合
時間/m2 0.24 0.30 0.40 0.50 0.60 

ふ   た 普通作業員 人工/m2 0.06 0.07 0.08 0.09 0.10 
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４．安定計算の考え方

大型篭枠は、地山あるいは裏込め土等によって支えられながら、底金網目からの中詰材

のかみ合わせにより上下の篭を一体化し自重により外力に抵抗します。

しかしながら、このような構造物に対する安定計算法は未だ確立された方法がないのが

現状です。そこで、（１）山腹工事のうち土留工（２）渓間工事のうち治山ダム（谷止工）

を参考として大型篭枠の安定計算の考え方を整理しました。 

４－１．土留工

４－１－１．設計条件

土留工として安定計算する上で、以下のような設計条件が必要となります。なお、

以下の設計条件はⅣ．参考資料 ３．設計条件シートに数値を記入するシートがあり

ますので、御活用下さい。

（１） 中詰材

中詰材の種類

（２） 背面土

背面土の種類

背面土の単位体積重量

背面土のせん断抵抗角

背面土の粘着力

背面土の勾配（一様勾配でない場合は盛土形状がわかる図面が必要）

上載荷重

土圧の計算法

① クーロン式による土圧

② 試行くさび法による土圧

③ 埋め戻し土砂による土圧

（３） 基礎地盤

許容支持力度

基礎地盤と壁体のすべり摩擦係数

４－１－２．安定条件

土留工としての大型篭枠は通常の重力式擁壁として安定計算を行います。

安定条件（常時）

① 大型篭枠底面と基礎地盤との間で滑動しないこと。

－滑動に対する安全率 Ｆｓ≧１．５

② 大型篭枠全体が転倒しないこと。

－転倒に対する安全率 Ｆｒ≧１．５

③ 大型篭枠底面における地盤反力度が、基礎地盤の許容支持力度以内であること。

－地盤反力度 Ｑ≦Ｑａ
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5.1
H
TV

Fs ≧

 



5.1
Ms
Mr

Fr ≧



④ 大型篭枠各層間で滑動しないこと。

－滑動に対する安全率 Ｆsb≧１．５

滑動に対する抵抗力が不足する場合は、心杭（鉄筋）を挿入し抵抗力

を増やします。

※参考文献： 

・（社）日本治山治水協会：治山技術基準解説－総則・山地治山編－，平成21年10月

・（財）林業土木コンサルタンツ：治山ダム・土留工断面表，平成11年9月 

・（財）砂防・地すべり技術センター：鋼製砂防構造物設計便覧，平成１３年版

【解説】

① 滑動に対する安定は次式で検討します。

ここに、Ｆｓ：滑動に対する安全率（1.5 以上で可）

ΣＶ：単位幅（通常１ｍ）当り断面に作用する鉛直力（kN／ｍ）

Ｔ：すべり摩擦係数

ΣＨ：単位幅（通常１ｍ）当り断面に作用する水平力（kN／ｍ）

② 転倒に対する安定は次式で検討します。

ここに、Ｆｒ ：転倒に対する安全率（1.5 以上で可）

ΣＭｒ ：単位幅（通常１ｍ）当り断面に作用する抵抗モーメント

    （kN・ｍ／ｍ）

ΣＭｓ ：単位幅（通常１ｍ）当り断面に作用する回転モーメント

    （kN・ｍ／ｍ）

③ 基礎地盤に対する安定は次式で検討します。※

最大地盤反力度 qv max ≦ qa 

 Qt ＝ 
ΣM－кd・B・ΣV

B・sinθ・(1－кd)＋l・(1-
кl

3 )

 qt ＝ 
2・Qt

кl・l

qv1 ＝ 
2QV(2－3кd)

B

 qv2 ＝ 
2QV(3кd－1)

B

QH ＝Ph + Qt・cosα0

Qv ＝W + Pv - Qt・sinα0
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ここに、 qvmax：最大地盤反力度(kN/m2) 
           qa ：許容地盤反力度(kN/m2) 

ΣV ：擁壁底面における全鉛直荷重(kN/m) 
ΣH ：擁壁底面における全水平荷重(kN/m)  
ΣM ：擁壁底面つま先回りのモーメント(kN/m)  
Qv ：擁壁底面に発生する鉛直地盤反力(kN/m)  
QH ：擁壁底面に発生する水平地盤反力

Qt ：擁壁背面に発生する壁面地盤反力 (kN/m)で、d≦кd・B 
のときは Qt=0   

ｄ ：擁壁底面のつま先から合力の作用位置までの距離 d=ΣM/ΣV  
qv1 ：擁壁底面の前方に発生する鉛直地盤反力度 (kN/m2)  
qv2 ：擁壁底面の後方に発生する鉛直地盤反力度 (kN/m2) 
qt ：擁壁背面に発生する最大壁面地盤反力度 (kN/m2) 
l ：区間長 (m)  l=H/cos(α0) 

            l2 ：壁面地盤反力度が発生する区間長 (m) 
dq ：つま先からの鉛直地盤反力の作用位置 (m) 
кH ：壁面地盤反力度が発生する区間長 l2 と 擁壁壁面長 l との比，

кH＝H2／H     
кd ：つま先からの鉛直地盤反力の作用位置 dq と擁壁底面幅 B との比, 

кd＝dq／B  
表 Ⅱ.7 簡便法に用いる係数 кl、 кd 

 背面勾配    ──   1：0.3   1：0.4   1：0.5

 кH=l2/l 1 0.5 0.6 0.7

 кd=dq/B 0.58 0.56

自重のみの

場合

荷重組合せに土圧や

地震時慣性力などを考慮する場合

l

l = l ・l

l

V1

Q

ｄ=кd・B

ΣH

qt

ΣV

Q

d

q

к

t

H

ｑ

ΣM

q

V

B

α0

H

Pa(合力)

Q

2

V2

1

図 II.２ 地盤反力度の分布形状

※参考文献：道路土工擁壁工指針 (平成 24 年度版) 
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④ 大型篭枠の層間での滑動に対する安定は次式で検討します。

ここに、

Ｆｓｂ ：任意の層とその下層との滑動に対する安全率（1.5以上で可）
  ΣＷｕｐ：任意の層の底面に、単位幅（通常１ｍ）当り断面に作用す

      る鉛直力（kN／m）
  Ｔｄ  ：層間のすべり摩擦係数

  ΣＨｕｐ：任意の層の底面より上方に、単位幅（通常１ｍ）当り断面に

       作用する水平力（kN／m）
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SdW γ

H

1:
α

B

B

H

B

-α0

β

Pa

q

４－１－３．安定計算に用いる荷重

（１） 自重

一般に壁体の形状は計算の便宜上、下図のように平行四辺形として自重を算出し

ます。

ここに、Ｗ ：壁体の自重（kN／m）
    γｄ：中詰材の単位体積重量（kN／m３）

    Ｓ ：壁体の断面積（m２）

図 II.３ 壁体形状
（２） 土圧

壁体に作用する外力として土圧を算定します。

土圧は一般に、①クーロン式による土圧、②試行くさび法による土圧、③埋め

戻し土砂による土圧として算出します。

参考文献：

（社）日本道路協会：道路土工 擁壁工指針，平成 24年 7月
（財）林業土木コンサルタンツ：治山ダム・土留工断面表，平成 11年 9月

① クーロン式による土圧

一般によく知られている土圧算定法です。

壁体背面の勾配が一定の場合に適用でき、最も簡単に土圧を求めることができま

す。ただし、複雑な背面形状の場合には土圧を求めることはできません。

図 II.４ クーロン式による土圧
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ただし、φ－β＜0のとき、sin（φ－β）＝0とします。

ここに、Ｐａ：主働土圧（kN／m）
    Ｋａ：主働土圧係数

    γｓ：裏込土の単位体積重量（kN／m３）

    Ｈ ：土圧計算に用いる壁高（土圧が作用する壁高）（m）
    ｑ ：裏込土表面の上載等分布荷重（kN／m２）

    α0 ：壁背面と鉛直面のなす角（゜）（時計回りが“－”）
    β ：裏込表面と水平面のなす角（゜）

    φ ：裏込土のせん断抵抗角（゜）

    δ ：壁面摩擦角（゜）

② 試行くさび法による土圧

古くから用いられている土圧算定の図解法です。この方法は、任意の背面形状に

対して適用でき、すべり線を変化（試行）させ、最も土圧の大きくなるすべり線を

見つける方法です。

図 II.５ 試行くさび法による土圧
上図のような力の連力図より、土圧Ｐａを求めます。

③ 埋め戻し土砂による土圧

擁壁の背後の切土面が安定している場合には、埋め戻し土砂のみにより土圧を算

定する方法です。この方法は、切土面が安定していることが前提であり、また切土

面の位置や勾配、切土面の粗度、排水状態などによって土圧が変化しますので、現

地の十分な確認が必要です。

図 II.６ 埋め戻し土砂による土圧

ω

z

z＝
2・C

γ ・tan（45°＋φ／2）

H

Pa

B q

δ

φ

R

C･L

W

Qq

W

Qq

C･L

R

Paすべり線

H

B

地山

すべり線
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４－２．治山ダム（谷止工）

４－２－１．設計条件

治山ダム（谷止工）として安定計算する上で、以下のような設計条件が必要となり

ます。なお、以下の設計条件はⅣ．参考資料 ３．設計条件シートに数値を記入する

シートがありますので、御活用下さい。

（１） 中詰材

中詰材の種類

中詰材の単位体積重量

中詰材のせん断抵抗角

（２） 越流水、堆砂

越流水深

水の単位体積重量

堆砂の種類

堆砂の単位体積重量

堆砂のせん断抵抗角

計算タイプ

背面土の堆砂勾配

耐震設計の有無

地震係数

（３） 基礎地盤

許容支持力度

基礎地盤と堤体のすべり摩擦係数

４－２－２．安定条件

安定条件（治山ダム（谷止工））〔標準設計〕

① 大型篭枠底面と基礎地盤との間で滑動しないこと。

－滑動に対する安全率 Ｆｓ≧１．５

② 大型篭枠全体が転倒しないこと。

－合力の作用点位置が堤底の中央１／３内であること。

③ 大型篭枠底面における地盤反力度が、基礎地盤の許容支持力度以内であること。

－地盤反力度 Ｑ≦Ｑａ

④ 大型篭枠各層間で滑動しないこと。

－滑動に対する安全率 Ｆsb≧１．５
滑動に対する抵抗力が不足する場合は、心杭（鉄筋）を挿入し抵抗力

を増やします。

※参考文献： 

・（社）日本治山治水協会：治山技術基準解説－総則・山地治山編－，平成21年10月 

・（財）林業土木コンサルタンツ：治山ダム・土留工断面表，平成11年9月 

・（財）砂防・地すべり技術センター：鋼製砂防構造物設計便覧，平成１３年版
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【解説】

① 滑動に対する安定は次式で検討します。

ここに、Ｆｓ：滑動に対する安全率（1.5以上で可）
ΣＶ：単位幅（通常１ｍ）当り断面に作用する鉛直力（kN／ｍ）
Ｔ：すべり摩擦係数

ΣＨ：単位幅（通常１ｍ）当り断面に作用する水平力（kN／ｍ）

② 転倒に対する安定は次式で検討します。

ここに、Ｅ：偏心距離（ｍ）

Ｂ：堤底幅（ｍ）

③ 基礎地盤に対する安定は次式で検討します。

ここに、Ｑ  ：単位面積（通常は１ｍ２）当り地盤反力度（kN／ｍ２）

ΣＶ ：単位幅（通常１ｍ）当り断面に作用する鉛直力（kN／ｍ）
Ｂ  ：堤底幅（ｍ）

Ｅ  ：偏心距離（ｍ）

Ｑａ ：単位面積（通常は１ｍ２）当り許容支持力度（kN／ｍ２）

④ 大型篭枠の層間での滑動に対する安定は次式で検討します。

ここに、

Ｆｓｂ ：任意の層とその下層との滑動に対する安全率（1.5以上で可）
ΣＷｕｐ：任意の層の底面に、単位幅（通常１ｍ）当り断面に作用する鉛

直力（kN／m）
 Ｔｄ  ：層間のすべり摩擦係数

ΣＨｕｐ：任意の層の底面より上方に、単位幅（通常１ｍ）当り断面に作

用する水平力（kN／m）



16 

WwWsWdW ＋＋

Ww

Ws

Wd

H
w

H

B

 

     
   

2

2

2

2

coscos
sinsin1coscos

cosKa

HHwwKaHsKa
2
1Pa
























 γ

H
H
w

B

Pa

β

４－２－３．安定計算に用いる荷重

（１） 自重

重力式ダムとして堤体の自重を算定します。

ここに、Ｗ ：安定計算で考慮する重量（kN／m）
    Ｗｄ：堤体の自重（kN／m）
    Ｗｓ：堤体に載る堆砂の重量（kN／m）
    Ｗｗ：堤体に載る水の重量（kN／m）

図 II.７ 堤体形状

（２） 土圧

堤体に作用する土圧は、一般にクーロン式による土圧を使用します。

図 II.８ クーロン式による土圧

ただし、φ－β＜0のとき、sin（φ－β）＝0とします。
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ここに、Ｐａ：主働土圧（kN／m）
    Ｋａ：主働土圧係数

    γｓ：堆砂の単位体積重量（kN／m３）

    γｗ：静水の単位体積重量（kN／m３）

    Ｈ ：土圧計算に用いる壁高（土圧が作用する堤高）（m）
    Ｈｗ：越流水深（m）
    α ：壁背面と鉛直面のなす角（=0゜）
    β ：堆砂勾配（゜）

    φ ：堆砂のせん断抵抗角（゜）

    δ ：壁面摩擦角（゜）

（３） 静水圧

静水圧は、堆砂面が堤体天端より下方の場合に作用します。

図 II.９ 静水圧

ここに、Ｐｗ：静水圧（kN／m）
    γｗ：静水の単位体積重量（kN／m３）

    Ｈｄ：堤体天端以下の水深（m）
    Ｈｗ：越流水深（m）
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B

1:
0.
3～

1.
0

≧１／２・Ｂとなるように重ねる。

５．割付方法について

５－１．段積みする場合

大型篭枠を多段に積む場合は、以下の点に留意して下さい。

① 大型篭枠の割付は、下図の通り、千鳥配置として下さい。

図 II.１０ 正面図の割付

② 中詰材は粒径 15～20cm の栗石や砕石等を使用して下さい。また、大型篭枠背面側
に吸出し防止材を設置して下さい。吸出し防止材の設置は、背面の階段状の地盤に

沿って吸出し防止材を設置する方法を標準とし、背後地盤が緩んだ場合は十分に締

固めを行って下さい。

③ 段積みの勾配は、３分～１割を標準とします。実際の勾配の選定は、現地の状況お

よび安定計算によって行なって下さい。また、側面から見て上・下の重なりは、壁

幅の半分以上を確保して下さい。

大型篭枠は背面側にもたれ状に段積みをするため、背面側の盛土の転圧は十分に行

い、中詰材の自重を支持できるようにして下さい。

図 II.１１ 段積み勾配と上・下の重なり
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０．５ｍ以上は離して下さい。

湧水

クラッシャー等の

排水性の良い材料

排水溝

旧地山

段切り

排水層

５－２．その他の注意事項

① 湧水や表面水の集まる場所では、十

分な排水処理をして下さい。

具体的な方法としては、背面の埋め

戻し材にクラッシャー等の排水性

の良い材料を使用したり、埋め戻し

土の中に排水シートや暗渠管を敷

設するなどの方法が考えられます。
                        図 II.１２ 背面の埋め戻し土

② 傾斜地盤上の盛土、片切り片盛りで

は地山からの湧水が盛土内へ浸透

し、大型篭枠背面の盛土を不安定に

することが多いです。このような場

合は、大型篭枠の中詰材は透水性の

ある礫材を使用し、また排水溝等を

設けることにより表面水を積極的

に排水するとともに、大型篭枠背面

の盛土内にも排水層を設けて下さ

い。また、盛土と地山の境目付近で

すべる可能性がある場合は、地山を

段切りして下さい。

                      図 II.１３ 傾斜地盤上の盛土の注意事項

③ 道路下部の盛土の法尻押さえとし

て使用する場合は、道路の直下に大

型篭枠を設置すると、車両の振動等

により中詰材が偏り、部材変形する

ことが考えられます。この大型篭枠

の変形により、道路面の沈下、ガー

ドレール基礎コンクリートのクラ

ック発生も考えられます。よって、

道路下部の盛土の法尻押さえとし

て使用する場合は、道路から離れた

ところに設置して下さい。

図 II.１４ 道路下部の盛土の注意事項

④ 法面中腹の小段に設置する場合、最下段の前

面の洗掘を考慮し、水平土被り区間を 50cm
以上として下さい。

図 II.１５ 法面中腹の小段に設置する場合
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⑤ 大型篭枠を既設構造物に接続する場

合、縁切りをして端面パネルを取付け

設置して下さい。

II.１６ 既設構造物に接続する場合

⑥ 護岸工として使用する場合は、中詰め材として粒径 15～20cmの栗石や砕石等を使
用して下さい。

また、ふた材（上面パネル）を取り付けて、中詰材の流出を防止して下さい。

II.１７ 護岸工として使用する場合

⑦ 大型篭枠の背面土は、中詰材を投入後、

右図の順序にて投入し、十分に転圧し

て下さい。

II.１８ 転圧順序

⑧ バックホウによる石詰めの場合には、中詰材投入時に石礫が部材に当たって変形し

ないように注意しながら行って下さい。 

既設構造物

2

3

1
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６．安定計算による限界段積高さ早見表

土留工における“限界段積み高さと背面土条件（常時）”の関係を次項に示します。 

【設計条件】

・ 大型篭枠：

壁幅（奥行き） Ｂ = 1.2 ｍ，1.5ｍ，2.0 m，2.5ｍ，3.0ｍ
段積み勾配 α = 0.3，0.4，0.5，0.6，0.8，1.0 

・ 自重：

中詰材の単位体積重量 γd = 18 kN／ｍ３

・ 土圧の算出法：

クーロン式

・ 背面土条件：

背面土の単位体積重量 γs = 18 kN／ｍ３

背面土のせん断抵抗角 φ = 25゜，30゜，35゜
壁面摩擦角 δ = 2／3φ
上載荷重 ｑ = 0kN／ｍ２

・ 基礎地盤：

壁体と基礎地盤のすべり摩擦係数 f = 0.5（φ=25゜），f = 0.6（φ=30゜，35゜）

・ 安全率：

滑動 Ｆｓ≧ 1.5 
転倒 Ｆｒ≧ 1.5 

次表の限界段積高さは、以下の設計条件により算定したものであるため、土質条件が

異なる場合や現場条件（地山の状況、湧水の有無、基礎地盤条件等）によっては適用が

難しい場合もございますので、このような場合はご相談ください。

また、段積高さが８ｍを超える場合は原則として地震時の検討を行う必要があります。

次表の限界段積高さは地震時の検討は行っていませんので、限界段積高さは８ｍまでと

しています。
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表 II.8－１ クーロン式による土圧（Ｂ＝１．２ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 6.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0

1.56 1.72 1.94 1.63 1.53 1.73 1.67 1.69 1.52 1.55 1.88 2.37

3.28 4.10 5.19 4.38 2.07 2.75 2.91 3.27 1.80 2.14 3.06 4.46

3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 6.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0

1.54 1.71 1.92 1.61 1.51 1.72 1.66 1.67 1.51 1.54 1.88 2.37

3.24 4.06 5.13 4.32 2.05 2.74 2.89 3.24 1.79 2.12 3.06 4.46

3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 6.0 7.0 6.0 8.0 8.0 8.0

1.53 1.69 1.89 1.60 1.51 1.70 1.63 1.66 1.72 1.53 1.86 2.34

3.21 4.01 5.05 4.30 2.04 2.70 2.85 3.21 2.17 2.10 3.03 4.39

3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 6.0 8.0 8.0 8.0

1.51 1.66 1.87 1.58 1.85 1.69 1.62 1.64 1.71 1.52 1.84 2.34

3.17 3.96 5.00 4.25 2.79 2.69 2.83 3.18 2.16 2.08 2.99 4.39

2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 6.0 8.0 8.0 8.0

2.24 1.64 1.86 1.55 1.83 1.67 1.61 1.63 1.70 1.50 1.82 2.31

6.01 3.91 4.95 4.17 2.77 2.66 2.81 3.16 2.15 2.07 2.96 4.33

2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 6.0 7.0 8.0 8.0

2.21 1.62 1.83 1.54 1.81 1.65 1.59 1.60 1.68 1.70 1.82 2.31

5.93 3.86 4.88 4.12 2.74 2.62 2.77 3.10 2.12 2.44 2.96 4.33

2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 6.0 7.0 8.0 8.0

2.17 1.60 1.80 1.52 1.79 1.63 1.57 1.59 1.67 1.69 1.81 2.28

5.84 3.81 4.80 4.08 2.71 2.59 2.75 3.07 2.11 2.42 2.93 4.28

2.0 3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 6.0 7.0 8.0 8.0

2.14 1.58 1.78 2.03 1.77 1.61 1.55 1.57 1.66 1.68 1.79 2.28

5.75 3.76 4.73 6.03 2.68 2.56 2.71 3.05 2.09 2.40 2.90 4.28

2.0 3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 6.0 7.0 8.0 8.0

2.11 1.56 1.75 2.01 1.75 1.59 1.53 1.56 1.64 1.66 1.77 2.25

5.68 3.70 4.67 5.96 2.65 2.53 2.67 3.02 2.07 2.38 2.87 4.22

2.0 3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 6.0 7.0 8.0 8.0

2.08 1.53 1.73 1.98 1.73 1.57 1.52 1.53 1.62 1.65 1.75 2.22

5.58 3.63 4.60 5.86 2.62 2.51 2.65 2.97 2.04 2.36 2.84 4.16

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

β= 7

β= 8

β= 9

β= 6

β= 4

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 0

β= 1

β= 2

β= 3

β= 5

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4 1:0.5

W=1.2m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25 ,゚ 30 ,゚ 35゜
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30 ,゚ 35゜）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.8－２ クーロン式による土圧（Ｂ＝１．２ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

2.0 3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 6.0 7.0 8.0 8.0

2.04 1.51 1.69 1.95 1.70 1.56 1.50 1.52 1.61 1.62 1.73 2.22

5.48 3.58 4.51 5.76 2.58 2.48 2.62 2.95 2.03 2.32 2.81 4.16

2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 7.0 6.0 7.0 8.0 8.0

2.01 2.24 1.66 1.91 1.68 1.53 1.79 1.50 1.59 1.61 1.72 2.19

5.39 6.62 4.43 5.64 2.55 2.44 3.29 2.90 2.00 2.31 2.79 4.11

2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0

1.97 2.20 1.63 1.88 1.66 1.51 1.75 1.74 1.57 1.59 1.70 2.16

5.30 6.49 4.35 5.55 2.51 2.40 3.23 3.47 1.98 2.27 2.76 4.06

2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0

1.93 2.15 1.60 1.83 1.63 1.87 1.73 1.71 1.55 1.58 1.68 2.13

5.18 6.37 4.25 5.41 2.47 3.27 3.18 3.42 1.96 2.25 2.73 4.01

2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0

1.89 2.11 1.56 1.79 1.61 1.83 1.71 1.68 1.53 1.55 1.67 2.11

5.08 6.23 4.16 5.30 2.44 3.20 3.14 3.36 1.94 2.22 2.71 3.96

2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0

1.85 2.06 1.52 1.75 1.58 1.80 1.68 1.66 1.52 1.54 1.64 2.08

4.96 6.09 4.05 5.17 2.40 3.15 3.08 3.31 1.91 2.20 2.66 3.91

2.0 2.0 2.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 5.0 7.0 8.0 8.0

1.80 2.00 2.27 1.71 1.55 1.77 1.65 1.63 1.78 1.52 1.62 2.06

4.84 5.92 7.35 5.04 2.35 3.10 3.03 3.26 2.42 2.17 2.63 3.86

2.0 2.0 2.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 5.0 7.0 8.0 8.0

1.75 1.95 2.21 1.65 1.52 1.74 1.62 1.59 1.76 1.50 1.60 2.03

4.71 5.76 7.15 4.88 2.31 3.04 2.97 3.19 2.39 2.14 2.61 3.81

2.0 2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 5.0 6.0 8.0 8.0

1.70 1.89 2.14 1.60 1.98 1.70 1.58 1.56 1.73 1.72 1.58 2.01

4.58 5.58 6.93 4.72 3.49 2.97 2.90 3.12 2.35 2.58 2.56 3.77

2.0 2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 5.0 6.0 8.0 8.0

1.65 1.83 2.06 1.54 1.93 1.66 1.54 1.52 1.70 1.68 1.55 1.98

4.43 5.41 6.66 4.55 3.41 2.91 2.83 3.05 2.31 2.53 2.51 3.72

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

1:0.5

W=1.2m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

β= 15

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4

β= 14

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 10

β= 11

β= 12

β= 13

β= 17

β= 18

β= 19

β= 16

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m

3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m3

・土の内部摩擦角 φ＝25゚ , 30゚ , 35゚
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゚ ）, ｆ＝0.6（φ＝30゚ , 35゚ ）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。



24 

表 II.8－３ クーロン式による土圧（Ｂ＝１．２ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

2.0 2.0 2.0 2.0 3.0 4.0 5.0 5.0 5.0 6.0 8.0 8.0

1.59 1.76 1.99 2.28 1.89 1.63 1.51 1.81 1.67 1.66 1.52 1.94

4.27 5.20 6.41 8.03 3.33 2.84 2.77 3.79 2.28 2.49 2.47 3.64

2.0 2.0 2.0 2.0 3.0 4.0 4.0 5.0 5.0 6.0 7.0 8.0

1.52 1.69 1.90 2.18 1.84 1.58 1.85 1.76 1.65 1.63 1.71 1.92

4.09 4.97 6.11 7.64 3.25 2.77 3.68 3.69 2.24 2.44 2.88 3.60

2.0 2.0 2.0 3.0 4.0 4.0 5.0 5.0 6.0 7.0 8.0

1.60 1.79 2.05 1.79 1.53 1.80 1.71 1.61 1.60 1.68 1.87

4.70 5.77 7.21 3.16 2.68 3.58 3.56 2.20 2.40 2.83 3.52

2.0 2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 6.0 7.0 8.0

1.50 1.67 1.91 1.74 1.99 1.74 1.65 1.58 1.57 1.66 1.83

4.40 5.38 6.69 3.07 3.97 3.47 3.45 2.15 2.35 2.78 3.44

2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 6.0 7.0 8.0

1.52 1.71 1.68 1.92 1.67 1.59 1.54 1.54 1.61 1.79

4.86 5.99 2.97 3.82 3.33 3.32 2.10 2.31 2.71 3.37

3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 6.0 7.0 8.0

1.62 1.84 1.61 1.52 1.51 1.50 1.58 1.75

2.85 3.67 3.20 3.18 2.06 2.25 2.65 3.30

3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 5.0 7.0 8.0

1.55 1.76 1.53 1.83 1.82 1.74 1.53 1.70

2.73 3.51 3.04 4.11 2.77 2.78 2.57 3.19

2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 8.0

2.18 1.66 1.94 1.72 1.77 1.69 1.73 1.65

4.92 3.31 4.33 3.85 2.70 2.70 3.03 3.10

2.0 3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 8.0

2.04 1.55 1.80 1.58 1.72 1.64 1.68 1.60

4.61 3.09 4.00 3.54 2.62 2.63 2.94 3.01

2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 8.0

1.85 2.11 1.61 1.92 1.65 1.58 1.62 1.54

4.20 5.23 3.59 4.74 2.52 2.53 2.84 2.90

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

β= 27

β= 28

β= 29

β= 26

β= 24

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 20

β= 21

β= 22

β= 23

β= 25

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4 1:0.5

W=1.2m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m3

・土の内部摩擦角 φ＝25 ,゚ 30 ,゚ 35゜
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30 ,゚ 35゜）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.8－４ クーロン式による土圧（Ｂ＝１．２ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

2.0 2.0 2.0 4.0 5.0 6.0 7.0

1.60 1.83 2.13 1.59 1.52 1.55 1.69

3.97 4.93 6.25 2.43 2.43 2.71 3.28

4.0 4.0 5.0 7.0

1.52 1.80 1.77 1.59

2.32 3.16 3.26 3.08

3.0 4.0 5.0 6.0

1.89 1.70 1.66 1.75

3.36 2.99 3.06 3.51

3.0 4.0 5.0 6.0

1.76 1.58 1.53 1.61

3.13 2.77 2.83 3.23

3.0 3.0 4.0 5.0

1.59 1.88 1.72 1.72

2.84 3.78 3.43 3.61

2.0 2.0 3.0 4.0

1.79 2.08 1.66 1.51

4.09 5.20 3.71 3.39

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す

中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す

下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

1:0.3 1:0.4 1:0.5

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.81:0.3

β= 30

β= 31

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.0

W=1.2m

β= 34

1:0.4 1:0.5

β= 32

β= 33

β= 35

条件
φ = 25゜　ｆ = 0.5

1:0.6

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m

3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25゚ , 30 ,゚ 35゜
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30 ,゚ 35゜）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.9－１ クーロン式による土圧（Ｂ＝１．５ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.95 1.61 1.82 1.63 1.59 1.54 1.56 1.86 1.65 1.94 2.36 2.99

4.69 3.73 4.72 4.36 2.20 2.37 2.67 3.66 2.03 2.85 4.06 5.88

3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.93 1.60 1.80 1.61 1.58 1.53 1.55 1.84 1.64 1.92 2.36 2.99

4.63 3.69 4.67 4.30 2.18 2.35 2.65 3.63 2.01 2.82 4.06 5.88

3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.91 1.58 1.77 1.60 1.57 1.51 1.53 1.83 1.62 1.91 2.34 2.95

4.58 3.64 4.60 4.28 2.17 2.32 2.62 3.59 1.99 2.80 4.01 5.80

3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.89 1.56 1.75 1.58 1.54 1.50 1.51 1.81 1.61 1.89 2.31 2.95

4.53 3.60 4.55 4.23 2.14 2.31 2.60 3.56 1.98 2.78 3.97 5.80

3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.87 1.54 1.73 1.56 1.53 1.74 1.50 1.79 1.60 1.88 2.29 2.91

4.48 3.55 4.51 4.15 2.12 2.82 2.58 3.53 1.96 2.75 3.93 5.72

3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.84 1.52 1.71 1.54 1.51 1.72 1.70 1.76 1.58 1.86 2.29 2.91

4.41 3.50 4.44 4.10 2.10 2.78 3.04 3.47 1.94 2.73 3.93 5.72

3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.81 1.50 1.68 1.52 1.50 1.70 1.69 1.75 1.57 1.85 2.27 2.87

4.35 3.46 4.38 4.06 2.08 2.75 3.02 3.44 1.93 2.71 3.89 5.64

3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.79 1.99 1.66 1.90 1.77 1.68 1.67 1.73 1.56 1.83 2.24 2.87

4.28 5.32 4.31 5.50 2.66 2.72 2.97 3.41 1.91 2.69 3.85 5.64

3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.76 1.96 1.64 1.88 1.75 1.66 1.65 1.72 1.54 1.82 2.22 2.83

4.23 5.23 4.25 5.44 2.64 2.69 2.93 3.38 1.89 2.67 3.81 5.57

3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.73 1.92 1.61 1.85 1.73 1.64 1.63 1.69 1.52 1.80 2.20 2.79

4.15 5.14 4.19 5.35 2.60 2.66 2.91 3.32 1.87 2.65 3.77 5.49

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

β= 7

β= 8

β= 9

β= 6

β= 4

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 0

β= 1

β= 2

β= 3

β= 5

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4 1:0.5

W=1.5m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m

3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25 ,゚ 30 ,゚ 35゜
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30 ,゚ 35゜）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.9－２ クーロン式による土圧（Ｂ＝１．５ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.70 1.89 1.58 1.82 1.70 1.62 1.61 1.67 1.51 1.77 2.18 2.79

4.08 5.06 4.11 5.26 2.57 2.63 2.87 3.30 1.86 2.61 3.73 5.49

3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0

1.67 1.86 1.55 1.78 1.68 1.59 1.59 1.65 1.70 1.76 2.15 2.76

4.01 4.97 4.03 5.15 2.53 2.59 2.84 3.24 2.21 2.59 3.70 5.42

3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0

1.64 1.82 1.53 1.75 1.66 1.57 1.56 1.62 1.68 1.73 2.13 2.72

3.95 4.87 3.96 5.07 2.50 2.54 2.78 3.19 2.18 2.55 3.66 5.35

3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0

1.61 1.79 2.02 1.71 1.63 1.55 1.54 1.59 1.66 1.72 2.11 2.69

3.86 4.78 5.97 4.94 2.46 2.52 2.74 3.14 2.15 2.53 3.62 5.29

3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0

1.58 1.75 1.98 1.67 1.61 1.52 1.52 1.57 1.64 1.70 2.09 2.65

3.78 4.67 5.84 4.84 2.43 2.46 2.71 3.09 2.13 2.49 3.59 5.22

3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 6.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0

1.54 1.71 1.93 1.63 1.58 1.50 1.75 1.54 1.62 1.68 2.05 2.62

3.69 4.57 5.69 4.72 2.39 2.43 3.27 3.04 2.11 2.47 3.52 5.16

3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 6.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0

1.50 1.66 1.88 1.59 1.55 1.77 1.72 1.52 1.59 1.66 2.03 2.59

3.60 4.44 5.55 4.60 2.34 3.09 3.21 2.99 2.07 2.44 3.49 5.10

2.0 3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 6.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0

2.19 1.62 1.83 1.54 1.52 1.74 1.69 1.72 1.57 1.64 2.01 2.56

6.87 4.32 5.40 4.45 2.30 3.03 3.15 3.49 2.05 2.40 3.46 5.03

2.0 3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0

2.13 1.57 1.77 2.03 1.86 1.70 1.65 1.68 1.55 1.61 1.98 2.53

6.68 4.19 5.23 6.59 3.17 2.95 3.07 3.42 2.01 2.37 3.39 4.97

2.0 3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0

2.06 1.52 1.71 1.96 1.82 1.66 1.61 1.64 1.52 1.58 1.94 2.50

6.46 4.05 5.03 6.36 3.10 2.90 3.00 3.34 1.98 2.32 3.33 4.92

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

1:0.5

W=1.5m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

β= 15

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4

β= 14

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 10

β= 11

β= 12

β= 13

β= 17

β= 18

β= 19

β= 16

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m3

・土の内部摩擦角 φ＝25゜, 30゜, 35゜
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30゜, 35゜）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.9－３ クーロン式による土圧（Ｂ＝１．５ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0

1.99 2.22 1.64 1.88 1.77 1.63 1.57 1.61 1.50 1.56 1.91 2.44

6.23 7.53 4.83 6.09 3.03 2.83 2.93 3.27 1.95 2.29 3.27 4.80

2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 6.0 8.0 8.0 8.0

1.90 2.12 1.57 1.79 1.73 1.58 1.53 1.56 1.71 1.53 1.88 2.41

5.97 7.19 4.61 5.79 2.95 2.75 2.85 3.18 2.38 2.24 3.22 4.75

2.0 2.0 2.0 3.0 4.0 5.0 5.0 7.0 6.0 8.0 8.0 8.0

1.81 2.01 2.26 1.69 1.68 1.53 1.80 1.51 1.68 1.50 1.84 2.36

5.68 6.81 8.29 5.46 2.87 2.67 3.57 3.08 2.33 2.20 3.16 4.64

2.0 2.0 2.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0

1.70 1.88 2.11 1.57 1.63 1.86 1.74 1.72 1.64 1.68 1.81 2.31

5.33 6.37 7.73 5.07 2.79 3.61 3.46 3.65 2.28 2.58 3.11 4.54

2.0 2.0 2.0 2.0 4.0 4.0 5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0

1.56 1.71 1.92 2.17 1.58 1.80 1.67 1.66 1.60 1.64 1.77 2.26

4.88 5.80 7.00 8.55 2.69 3.48 3.32 3.51 2.23 2.53 3.03 4.45

2.0 4.0 4.0 5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0

1.63 1.52 1.73 1.61 1.59 1.57 1.60 1.73 2.21

6.37 2.59 3.34 3.19 3.37 2.19 2.47 2.96 4.35

3.0 4.0 5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0

1.92 1.65 1.53 1.51 1.53 1.56 1.67 2.15

3.88 3.19 3.02 3.19 2.13 2.40 2.87 4.22

3.0 4.0 4.0 5.0 5.0 7.0 8.0 8.0

1.82 1.56 1.82 1.72 1.77 1.51 1.62 2.08

3.68 3.01 3.95 3.83 2.69 2.33 2.78 4.10

3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 6.0 8.0 8.0

1.70 1.94 1.68 1.58 1.72 1.71 1.58 2.02

3.44 4.35 3.65 3.52 2.61 2.79 2.70 3.98

3.0 3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 8.0 8.0

1.55 1.76 1.51 1.79 1.65 1.65 1.52 1.95

3.14 3.94 3.27 4.33 2.51 2.68 2.61 3.83

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

β= 27

β= 28

β= 29

β= 26

β= 24

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 20

β= 21

β= 22

β= 23

β= 25

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4 1:0.5

W=1.5m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m

3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25 ,゚ 30 ,゚ 35゜
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30゜, 35゜）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.9－４ クーロン式による土圧（Ｂ＝１．５ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

2.0 2.0 3.0 3.0 5.0 6.0 7.0 8.0

1.79 2.01 1.51 1.76 1.59 1.58 1.66 1.86

4.73 5.72 3.72 4.75 2.42 2.57 2.97 3.66

5.0 6.0 7.0 8.0

1.52 1.50 1.58 1.75

2.31 2.44 2.81 3.44

4.0 5.0 6.0 8.0

1.78 1.70 1.73 1.64

3.06 2.97 3.24 3.23

4.0 5.0 6.0 8.0

1.65 1.57 1.60 1.51

2.85 2.76 2.99 2.97

4.0 4.0 5.0 7.0

1.50 1.77 1.72 1.53

2.58 3.44 3.41 3.12

3.0 3.0 4.0 5.0

1.50 1.74 1.55 1.51

3.07 3.93 3.39 3.38

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す

中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す

下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

1:0.3 1:0.4 1:0.5

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.81:0.3

β= 30

β= 31

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.0

W=1.5m

β= 34

1:0.4 1:0.5

β= 32

β= 33

β= 35

条件
φ = 25゜　ｆ = 0.5

1:0.6

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m

3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25 ,゚ 30 ,゚ 35゜
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30 ,゚ 35゜）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.10－１ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝２．０ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

5.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.56 1.72 1.60 1.55 1.84 2.72 1.59 1.80 2.10 2.52 3.86 6.76 2.18 2.58 3.16 4.01 7.42 16.75

3.27 4.09 3.97 4.09 5.80 10.25 2.20 2.92 3.92 5.33 10.12 21.17 3.02 4.19 5.92 8.50 19.46 52.34

5.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.54 1.71 1.59 1.53 1.83 2.69 1.58 1.79 2.09 2.50 3.86 6.76 2.17 2.56 3.16 4.01 7.24 16.75

3.24 4.06 3.93 4.04 5.75 10.14 2.18 2.90 3.90 5.28 10.12 21.17 3.00 4.16 5.92 8.50 18.99 52.34

5.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.53 1.69 1.56 1.52 1.80 2.66 1.57 1.77 2.06 2.47 3.81 6.62 2.14 2.54 3.13 3.96 7.24 16.75

3.20 4.00 3.86 4.01 5.66 10.02 2.17 2.86 3.84 5.23 9.99 20.71 2.96 4.12 5.85 8.38 18.99 52.34

5.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.51 1.66 1.55 1.50 1.78 2.63 1.54 1.76 2.04 2.45 3.81 6.62 2.12 2.52 3.10 3.96 7.24 16.75

3.16 3.95 3.82 3.96 5.61 9.91 2.13 2.85 3.81 5.19 9.99 20.71 2.94 4.09 5.79 8.38 18.99 52.34

4.0 5.0 6.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.87 1.64 1.53 1.74 1.75 2.60 1.53 1.74 2.03 2.43 3.76 6.62 2.11 2.50 3.06 3.90 7.24 16.75

4.49 3.90 3.79 4.83 5.52 9.80 2.11 2.81 3.78 5.14 9.85 20.71 2.92 4.06 5.73 8.27 18.99 52.34

4.0 5.0 6.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.84 1.62 1.51 1.72 1.74 2.57 1.51 1.72 2.00 2.39 3.71 6.48 2.08 2.48 3.06 3.90 7.24 16.75

4.42 3.85 3.73 4.77 5.48 9.69 2.09 2.78 3.73 5.05 9.72 20.27 2.89 4.02 5.73 8.27 18.99 52.34

4.0 5.0 5.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.81 1.60 1.80 1.70 1.71 2.54 1.50 1.70 1.99 2.37 3.71 6.48 2.07 2.46 3.03 3.85 7.07 16.75

4.36 3.80 4.79 4.72 5.39 9.59 2.07 2.75 3.70 5.01 9.72 20.27 2.87 3.99 5.67 8.16 18.54 52.34

4.0 5.0 5.0 6.0 8.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.79 1.58 1.78 1.67 1.68 2.52 1.69 1.68 1.96 2.35 3.66 6.48 2.06 2.44 3.00 3.85 7.07 16.75

4.30 3.75 4.72 4.64 5.31 9.49 2.49 2.72 3.65 4.97 9.60 20.27 2.85 3.96 5.61 8.16 18.54 52.34

4.0 5.0 5.0 6.0 8.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.76 1.56 1.75 1.66 1.67 2.49 1.67 1.66 1.93 2.33 3.61 6.34 2.03 2.42 2.97 3.80 7.07 16.75

4.23 3.69 4.65 4.58 5.26 9.38 2.46 2.69 3.60 4.93 9.48 19.85 2.82 3.93 5.56 8.05 18.54 52.34

4.0 5.0 5.0 6.0 8.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.73 1.53 1.73 1.63 1.64 2.46 1.65 1.64 1.92 2.29 3.57 6.34 2.01 2.40 2.94 3.75 6.91 16.75

4.16 3.63 4.59 4.51 5.18 9.29 2.43 2.66 3.58 4.85 9.36 19.85 2.78 3.90 5.50 7.95 18.11 52.34

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

1:0.5

W=2.0m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

β= 5

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4

β= 4

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 0

β= 1

β= 2

β= 3

β= 7

β= 8

β= 9

β= 6

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m3

・土の内部摩擦角 φ＝25 ,゚ 30 ,゚ 35゜
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30 ,゚ 35゜）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.10－２ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝２．０ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

4.0 5.0 5.0 6.0 8.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.70 1.51 1.69 1.60 1.61 2.41 1.62 1.62 1.89 2.27 3.52 6.21 1.99 2.36 2.91 3.75 6.91 15.90

4.09 3.57 4.50 4.43 5.07 9.09 2.40 2.63 3.53 4.81 9.24 19.44 2.76 3.84 5.45 7.95 18.11 49.66

4.0 4.0 5.0 6.0 8.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.67 1.86 1.66 1.57 1.58 2.36 1.60 1.59 1.87 2.23 3.52 6.21 1.97 2.34 2.88 3.70 6.91 15.90

4.02 4.98 4.42 4.34 4.99 8.91 2.37 2.58 3.48 4.73 9.24 19.44 2.73 3.81 5.39 7.85 18.11 49.66

4.0 4.0 5.0 6.0 8.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.64 1.82 1.63 1.54 1.55 2.34 1.58 1.57 1.83 2.20 3.44 6.09 1.95 2.31 2.86 3.66 6.75 15.90

3.96 4.88 4.34 4.27 4.88 8.82 2.34 2.54 3.41 4.65 9.02 19.06 2.70 3.75 5.34 7.75 17.70 49.66

4.0 4.0 5.0 6.0 8.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.61 1.79 1.60 1.50 1.52 2.29 1.55 1.55 1.81 2.16 3.40 6.09 1.92 2.29 2.83 3.61 6.75 15.90

3.87 4.79 4.24 4.16 4.78 8.64 2.30 2.51 3.37 4.58 8.91 19.06 2.67 3.72 5.29 7.65 17.70 49.66

4.0 4.0 5.0 5.0 7.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.58 1.75 1.56 1.79 1.72 2.22 1.53 1.52 1.78 2.13 3.36 5.97 1.90 2.26 2.80 3.57 6.75 15.90

3.79 4.68 4.15 5.29 5.61 8.39 2.27 2.46 3.33 4.51 8.80 18.68 2.64 3.67 5.24 7.56 17.70 49.66

4.0 4.0 5.0 5.0 7.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.54 1.71 1.52 1.75 1.68 2.18 1.51 1.50 1.75 2.10 3.32 5.85 1.88 2.24 2.75 3.52 6.60 15.90

3.70 4.58 4.05 5.16 5.46 8.23 2.23 2.42 3.26 4.44 8.70 18.32 2.61 3.64 5.14 7.47 17.30 49.66

4.0 4.0 4.0 5.0 7.0 8.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.50 1.66 1.88 1.71 1.63 2.12 1.72 1.69 1.72 2.07 3.24 5.85 1.85 2.21 2.72 3.48 6.60 15.90

3.61 4.45 5.57 5.03 5.31 8.00 2.74 2.89 3.20 4.37 8.50 18.32 2.56 3.59 5.09 7.38 17.30 49.66

3.0 4.0 4.0 5.0 7.0 8.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.95 1.62 1.83 1.65 1.58 2.06 1.69 1.65 1.69 2.02 3.20 5.74 1.83 2.18 2.70 3.44 6.45 15.14

5.65 4.33 5.41 4.87 5.14 7.78 2.70 2.83 3.14 4.27 8.40 17.97 2.53 3.54 5.04 7.29 16.93 47.29

3.0 4.0 4.0 5.0 7.0 8.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.89 1.57 1.77 1.60 1.53 1.98 1.66 1.61 1.65 1.98 3.13 5.63 1.80 2.14 2.65 3.40 6.45 15.14

5.49 4.20 5.24 4.71 4.98 7.50 2.64 2.76 3.07 4.18 8.22 17.63 2.49 3.48 4.95 7.20 16.93 47.29

3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 8.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.83 1.52 1.71 1.54 1.75 1.90 1.62 1.58 1.61 1.93 3.06 5.53 1.77 2.10 2.60 3.36 6.31 15.14

5.31 4.06 5.05 4.55 5.92 7.18 2.58 2.71 3.00 4.09 8.04 17.31 2.45 3.41 4.87 7.12 16.56 47.29

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

β= 17

β= 18

β= 19

β= 16

β= 14

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 10

β= 11

β= 12

β= 13

β= 15

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4 1:0.5

W=2.0m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m3

・土の内部摩擦角 φ＝25 ,゚ 30゜, 35゜
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30 ,゚ 35゜）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.10－３ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝２．０ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

3.0 3.0 4.0 4.0 6.0 8.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.77 1.97 1.64 1.88 1.67 1.80 1.58 1.55 1.57 1.89 3.00 5.33 1.74 2.07 2.56 3.28 6.18 15.14

5.13 6.22 4.84 6.11 5.64 6.82 2.52 2.65 2.93 4.01 7.86 16.70 2.41 3.37 4.78 6.96 16.22 47.29

3.0 3.0 4.0 4.0 6.0 8.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.69 1.88 1.57 1.79 1.59 1.70 1.54 1.51 1.53 1.84 2.90 5.24 1.71 2.03 2.51 3.25 6.18 15.14

4.91 5.94 4.62 5.81 5.35 6.44 2.46 2.58 2.85 3.90 7.62 16.40 2.38 3.30 4.70 6.88 16.22 47.29

3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 8.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.61 1.78 2.00 1.69 1.81 1.59 1.50 1.71 1.71 1.78 2.81 5.06 1.68 1.99 2.47 3.17 6.06 14.44

4.67 5.62 6.88 5.47 6.44 6.01 2.39 3.12 3.34 3.77 7.38 15.85 2.33 3.24 4.62 6.73 15.88 45.13

3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 7.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.51 1.67 1.87 1.57 1.67 1.69 1.74 1.66 1.66 1.72 2.73 4.89 1.64 1.95 2.43 3.11 5.93 14.44

4.38 5.26 6.41 5.08 5.93 6.55 3.06 3.03 3.24 3.65 7.16 15.33 2.28 3.17 4.54 6.58 15.57 45.13

2.0 3.0 3.0 3.0 4.0 6.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

2.08 1.52 1.69 1.92 1.90 1.76 1.68 1.59 1.59 1.66 2.62 4.73 1.60 1.92 2.37 3.04 5.82 14.44

8.06 4.79 5.80 7.12 7.27 7.02 2.96 2.91 3.11 3.51 6.89 14.84 2.23 3.11 4.43 6.44 15.26 45.13

2.0 2.0 2.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.64 1.79 1.98 2.22 1.86 1.87 1.62 1.53 1.53 1.59 2.50 4.52 1.57 1.87 2.31 2.98 5.71 13.80

6.38 7.38 8.67 10.29 7.96 8.29 2.85 2.80 2.99 3.36 6.57 14.16 2.19 3.04 4.33 6.31 14.96 43.12

5.0 5.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.55 1.76 1.70 1.51 2.37 4.25 1.53 1.81 2.24 2.89 5.49 13.80

2.73 3.50 3.52 3.19 6.23 13.34 2.13 2.95 4.19 6.12 14.40 43.12

4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.82 1.66 1.61 1.63 2.21 3.96 1.69 1.76 2.18 2.80 5.39 13.22

3.69 3.30 3.32 3.59 5.81 12.43 2.51 2.86 4.07 5.94 14.14 41.31

4.0 5.0 5.0 7.0 8.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.70 1.55 1.80 1.50 2.01 3.61 1.64 1.71 2.11 2.72 5.20 12.68

3.45 3.08 3.99 3.30 5.28 11.34 2.44 2.78 3.95 5.77 13.64 39.61

4.0 4.0 5.0 6.0 8.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.55 1.76 1.61 1.58 1.76 3.13 1.58 1.65 2.04 2.62 5.02 12.18

3.15 3.95 3.58 3.65 4.63 9.83 2.34 2.68 3.81 5.55 13.17 38.05

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

1:0.5

W=2.0m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

β= 25

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4

β= 24

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 20

β= 21

β= 22

β= 23

β= 27

β= 28

β= 29

β= 26

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25゚ , 30゚ , 35゚
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25 ）゚, ｆ＝0.6（φ＝30゚ , 35 ）゚
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.10－４ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝２．０ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

3.0 3.0 4.0 4.0 6.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.59 1.78 1.51 1.76 1.64 1.96 1.52 1.58 1.94 2.51 4.77 11.72

3.90 4.73 3.73 4.76 4.62 6.16 2.26 2.57 3.63 5.31 12.52 36.63

6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.68 1.50 1.84 2.36 4.48 11.29

2.70 2.44 3.45 5.00 11.75 35.28

6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.59 1.62 1.73 2.21 4.22 10.52

2.56 2.79 3.24 4.69 11.06 32.89

5.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.76 1.50 1.60 2.04 3.82 9.54

3.12 2.58 2.99 4.31 10.03 29.83

5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0

1.59 1.57 1.63 1.80 3.33 8.04

2.84 2.89 3.20 3.81 8.74 25.15

4.0 4.0 5.0 6.0 8.0 8.0

1.50 1.74 1.66 1.69 2.14 4.73

3.08 3.94 3.71 3.92 5.62 14.81

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す

中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す

下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

W=2.0m

β= 34

1:0.4 1:0.5

β= 32

β= 33

β= 35

条件
φ = 25゜　ｆ = 0.5

1:0.61:0.3

β= 30

β= 31

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4 1:0.5

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m3

・土の内部摩擦角 φ＝25゚ , 30゚ , 35゚
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゚ ）, ｆ＝0.6（φ＝30゚ , 35゚ ）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.１1－１ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝２．５ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.63 1.53 1.50 1.70 2.35 3.47 1.98 2.26 2.65 3.18 4.87 8.53 2.71 3.22 3.96 5.03 9.32 21.00

3.50 3.46 3.61 4.62 7.81 13.65 3.05 4.00 5.34 7.20 13.51 27.95 4.18 5.74 8.03 11.45 25.86 68.83

6.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.61 1.52 1.71 1.68 2.33 3.43 1.96 2.24 2.63 3.15 4.87 8.53 2.69 3.19 3.96 5.03 9.09 21.00

3.46 3.43 4.35 4.56 7.74 13.50 3.02 3.98 5.30 7.14 13.51 27.95 4.15 5.69 8.03 11.45 25.24 68.83

6.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.59 1.50 1.68 1.67 2.29 3.39 1.95 2.21 2.59 3.12 4.81 8.34 2.66 3.17 3.92 4.96 9.09 21.00

3.42 3.38 4.28 4.53 7.62 13.35 3.00 3.93 5.23 7.08 13.33 27.34 4.10 5.64 7.94 11.29 25.24 68.83

6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.57 1.74 1.66 1.65 2.28 3.35 1.92 2.20 2.57 3.09 4.81 8.34 2.64 3.14 3.88 4.96 9.09 21.00

3.38 4.21 4.24 4.48 7.56 13.20 2.96 3.91 5.19 7.02 13.33 27.34 4.07 5.60 7.86 11.29 25.24 68.83

6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.55 1.71 1.65 1.63 2.24 3.32 1.90 2.18 2.55 3.07 4.74 8.34 2.62 3.12 3.84 4.90 9.09 21.00

3.34 4.16 4.19 4.40 7.44 13.06 2.93 3.86 5.15 6.95 13.16 27.34 4.04 5.55 7.77 11.14 25.24 68.83

6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.53 1.69 1.62 1.61 2.22 3.28 1.88 2.15 2.52 3.01 4.68 8.16 2.59 3.09 3.84 4.90 9.09 21.00

3.29 4.10 4.13 4.35 7.38 12.92 2.90 3.82 5.08 6.84 12.99 26.77 3.99 5.51 7.77 11.14 25.24 68.83

6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.51 1.67 1.60 1.59 2.19 3.25 1.87 2.13 2.50 2.99 4.68 8.16 2.57 3.07 3.80 4.83 8.88 21.00

3.25 4.05 4.07 4.30 7.27 12.78 2.87 3.77 5.04 6.78 12.99 26.77 3.97 5.46 7.69 10.99 24.64 68.83

5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.79 1.65 1.58 1.56 2.15 3.21 1.84 2.10 2.46 2.96 4.62 8.16 2.55 3.04 3.76 4.83 8.88 21.00

4.28 4.00 4.01 4.22 7.15 12.65 2.83 3.73 4.97 6.72 12.82 26.77 3.94 5.42 7.62 10.99 24.64 68.83

5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.76 1.62 1.55 1.54 2.14 3.18 1.82 2.08 2.43 2.94 4.57 8.00 2.52 3.02 3.72 4.77 8.88 21.00

4.22 3.94 3.95 4.18 7.10 12.51 2.81 3.69 4.91 6.66 12.66 26.22 3.89 5.37 7.54 10.85 24.64 68.83

5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.73 1.60 1.53 1.52 2.11 3.14 1.80 2.05 2.41 2.89 4.51 8.00 2.49 2.99 3.68 4.71 8.67 21.00

4.14 3.87 3.89 4.11 6.99 12.38 2.77 3.65 4.87 6.56 12.50 26.22 3.84 5.33 7.46 10.71 24.07 68.83

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

1:0.5

W=2.5m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

β= 5

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4

β= 4

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 0

β= 1

β= 2

β= 3

β= 7

β= 8

β= 9

β= 6

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m

3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25 ,゚ 30 ,゚ 35゜
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30 ,゚ 35゜）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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 II.１1－２ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝２．５ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

5.0 6.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.70 1.57 1.50 1.72 2.06 3.08 1.77 2.03 2.38 2.87 4.45 7.83 2.47 2.95 3.65 4.71 8.67 19.93

4.07 3.81 3.82 4.90 6.84 12.13 2.73 3.61 4.81 6.50 12.35 25.68 3.82 5.25 7.39 10.71 24.07 65.33

5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.67 1.54 1.74 1.69 2.03 3.02 1.75 2.00 2.35 2.82 4.45 7.83 2.44 2.92 3.61 4.65 8.67 19.93

4.00 3.73 4.71 4.79 6.74 11.88 2.69 3.55 4.74 6.40 12.35 25.68 3.77 5.21 7.32 10.57 24.07 65.33

5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.64 1.51 1.71 1.66 1.99 2.99 1.73 1.97 2.31 2.78 4.35 7.68 2.41 2.88 3.58 4.59 8.48 19.93

3.94 3.66 4.62 4.72 6.59 11.77 2.66 3.49 4.65 6.30 12.05 25.18 3.73 5.13 7.25 10.43 23.52 65.33

5.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.61 1.79 1.67 1.62 1.94 2.93 1.70 1.95 2.28 2.73 4.29 7.68 2.39 2.86 3.54 4.53 8.48 19.93

3.85 4.77 4.52 4.60 6.45 11.53 2.61 3.45 4.59 6.20 11.91 25.18 3.69 5.09 7.18 10.31 23.52 65.33

5.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.58 1.75 1.63 1.59 1.90 2.84 1.67 1.91 2.25 2.69 4.24 7.53 2.36 2.82 3.51 4.48 8.48 19.93

3.78 4.66 4.42 4.50 6.32 11.20 2.58 3.38 4.53 6.10 11.77 24.68 3.64 5.02 7.11 10.18 23.52 65.33

5.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.54 1.71 1.59 1.55 1.85 2.79 1.65 1.88 2.20 2.65 4.19 7.38 2.33 2.79 3.44 4.42 8.29 19.93

3.68 4.56 4.31 4.39 6.15 10.99 2.54 3.33 4.45 6.01 11.63 24.21 3.60 4.98 6.97 10.06 23.00 65.33

5.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.50 1.66 1.55 1.51 1.80 2.71 1.61 1.85 2.16 2.61 4.10 7.38 2.29 2.75 3.41 4.37 8.29 19.93

3.60 4.43 4.20 4.28 5.99 10.69 2.48 3.28 4.37 5.92 11.37 24.21 3.54 4.91 6.91 9.94 23.00 65.33

4.0 5.0 6.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.83 1.62 1.51 1.73 1.75 2.64 1.59 1.81 2.13 2.55 4.05 7.24 2.26 2.72 3.38 4.32 8.11 18.98

5.08 4.31 4.08 5.18 5.79 10.40 2.45 3.21 4.29 5.79 11.24 23.75 3.50 4.84 6.85 9.82 22.50 62.21

4.0 5.0 5.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.78 1.57 1.77 1.67 1.69 2.55 1.56 1.77 2.08 2.50 3.96 7.11 2.23 2.68 3.32 4.27 8.11 18.98

4.94 4.18 5.22 5.02 5.61 10.04 2.40 3.14 4.19 5.66 10.99 23.31 3.44 4.77 6.72 9.70 22.50 62.21

4.0 5.0 5.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.72 1.52 1.71 1.61 1.63 2.44 1.52 1.73 2.03 2.45 3.88 6.98 2.19 2.62 3.26 4.22 7.93 18.98

4.78 4.04 5.02 4.84 5.40 9.61 2.34 3.08 4.09 5.54 10.75 22.89 3.39 4.67 6.60 9.59 22.02 62.21

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

β= 17

β= 18

β= 19

β= 16

β= 14

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 10

β= 11

β= 12

β= 13

β= 15

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4 1:0.5

W=2.5m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m

3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25゚ , 30゚ , 35゚
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゚ ）, ｆ＝0.6（φ＝30゚ , 35゚ ）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.１1－３ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝２．５ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

4.0 4.0 5.0 6.0 8.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.66 1.84 1.64 1.55 1.55 2.32 1.69 1.69 1.98 2.40 3.80 6.73 2.16 2.59 3.20 4.12 7.77 18.98

4.61 5.60 4.82 4.63 5.15 9.15 2.81 3.01 4.00 5.43 10.52 22.08 3.33 4.61 6.49 9.37 21.57 62.21

4.0 4.0 5.0 5.0 7.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.59 1.76 1.57 1.79 1.71 2.20 1.65 1.65 1.93 2.33 3.68 6.62 2.12 2.53 3.15 4.08 7.77 18.98

4.41 5.35 4.60 5.78 5.91 8.65 2.73 2.92 3.89 5.28 10.19 21.70 3.28 4.51 6.38 9.27 21.57 62.21

4.0 4.0 4.0 5.0 7.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.51 1.66 1.87 1.69 1.60 2.05 1.60 1.60 1.88 2.26 3.57 6.40 2.08 2.48 3.10 3.99 7.61 18.11

4.20 5.07 6.21 5.45 5.50 8.08 2.66 2.84 3.78 5.11 9.88 20.97 3.21 4.43 6.27 9.06 21.12 59.37

3.0 4.0 4.0 5.0 6.0 8.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.89 1.56 1.75 1.57 1.75 1.87 1.56 1.55 1.82 2.18 3.46 6.19 2.04 2.44 3.04 3.90 7.46 18.11

6.42 4.74 5.79 5.06 6.30 7.37 2.58 2.75 3.66 4.95 9.59 20.28 3.15 4.34 6.16 8.87 20.70 59.37

3.0 3.0 4.0 4.0 6.0 8.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.73 1.91 1.58 1.79 1.55 1.63 1.50 1.71 1.75 2.10 3.33 5.99 1.99 2.39 2.97 3.82 7.31 18.11

5.89 6.97 5.23 6.44 5.55 6.42 2.50 3.23 3.52 4.76 9.23 19.64 3.07 4.26 6.01 8.68 20.30 59.37

2.0 2.0 3.0 3.0 4.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

2.06 2.25 1.64 1.83 1.74 1.51 1.68 1.64 1.68 2.02 3.18 5.72 1.95 2.33 2.90 3.74 7.17 17.31

9.51 10.95 6.38 7.61 7.22 6.35 3.04 3.10 3.38 4.56 8.81 18.75 3.02 4.16 5.87 8.50 19.90 56.73

6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.61 1.57 1.59 1.92 3.02 5.39 1.89 2.26 2.81 3.63 6.91 17.31

2.91 2.96 3.21 4.33 8.35 17.67 2.93 4.03 5.69 8.25 19.16 56.73

6.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.53 1.73 1.50 1.79 2.82 5.02 1.84 2.20 2.73 3.52 6.78 16.58

2.76 3.52 3.03 4.05 7.81 16.48 2.85 3.92 5.52 8.00 18.81 54.36

5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.70 1.62 1.60 1.65 2.57 4.59 1.79 2.14 2.65 3.42 6.54 15.90

3.44 3.29 3.39 3.73 7.10 15.05 2.77 3.81 5.36 7.78 18.15 52.13

5.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.55 1.76 1.68 1.70 2.26 3.99 1.72 2.05 2.56 3.30 6.32 15.28

3.13 3.93 3.82 4.03 6.24 13.08 2.66 3.66 5.17 7.49 17.53 50.08

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

1:0.5

W=2.5m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

β= 25

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4

β= 24

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 20

β= 21

β= 22

β= 23

β= 27

β= 28

β= 29

β= 26

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m3

・土の内部摩擦角 φ＝25゚ , 30゚ , 35゚
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25 ）゚, ｆ＝0.6（φ＝30 ,゚ 35 ）゚
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.１1－４ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝２．５ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

4.0 4.0 5.0 5.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.50 1.67 1.51 1.76 1.53 2.52 1.66 1.97 2.44 3.15 6.01 14.71

3.51 4.27 3.71 4.74 4.21 8.26 2.57 3.51 4.93 7.16 16.67 48.22

8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.58 1.87 2.31 2.97 5.64 14.17

2.45 3.34 4.68 6.75 15.64 46.45

7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.70 1.77 2.18 2.79 5.31 13.21

2.84 3.15 4.40 6.32 14.74 43.31

7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.58 1.64 2.01 2.57 4.82 11.99

2.64 2.92 4.06 5.82 13.37 39.29

6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.66 1.68 1.79 2.27 4.20 10.11

3.03 3.20 3.62 5.15 11.66 33.15

5.0 5.0 6.0 8.0 8.0 8.0

1.50 1.74 1.73 1.58 2.72 5.97

3.07 3.92 3.94 3.57 7.53 19.58

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す

中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す

下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

W=2.5m

β= 34

1:0.4 1:0.5

β= 32

β= 33

β= 35

条件
φ = 25゜　ｆ = 0.5

1:0.61:0.3

β= 30

β= 31

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4 1:0.5

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m

3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25゜, 30 ,゚ 35゜
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30゜, 35゜）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.１2－１ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝３．０ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.67 1.61 1.82 2.07 2.86 4.21 2.37 2.71 3.19 3.83 5.89 10.29 3.24 3.86 4.76 6.06 11.21 25.25

3.66 3.71 4.71 5.98 10.01 17.33 4.02 5.23 6.93 9.29 17.21 35.29 5.50 7.49 10.39 14.71 32.86 86.66

7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.65 1.60 1.80 2.05 2.84 4.17 2.35 2.69 3.17 3.80 5.89 10.29 3.22 3.83 4.76 6.06 10.95 25.25

3.62 3.68 4.66 5.91 9.93 17.14 3.98 5.20 6.88 9.20 17.21 35.29 5.47 7.42 10.39 14.71 32.07 86.66

7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.64 1.58 1.77 2.03 2.79 4.12 2.33 2.66 3.12 3.77 5.81 10.06 3.17 3.80 4.71 5.97 10.95 25.25

3.58 3.63 4.59 5.88 9.77 16.95 3.96 5.14 6.78 9.12 16.99 34.52 5.39 7.36 10.27 14.51 32.07 86.66

7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.62 1.56 1.75 2.01 2.77 4.08 2.30 2.65 3.10 3.74 5.81 10.06 3.15 3.77 4.66 5.97 10.95 25.25

3.54 3.58 4.54 5.81 9.69 16.76 3.90 5.11 6.73 9.04 16.99 34.52 5.36 7.30 10.17 14.51 32.07 86.66

7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.60 1.54 1.73 1.98 2.73 4.03 2.28 2.61 3.08 3.70 5.73 10.06 3.13 3.74 4.61 5.89 10.95 25.25

3.50 3.54 4.49 5.71 9.54 16.59 3.86 5.05 6.69 8.96 16.77 34.52 5.32 7.24 10.06 14.31 32.07 86.66

7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.58 1.52 1.71 1.95 2.71 3.99 2.25 2.58 3.03 3.64 5.66 9.85 3.09 3.71 4.61 5.89 10.95 25.25

3.45 3.49 4.42 5.64 9.47 16.41 3.82 4.99 6.59 8.81 16.55 33.80 5.26 7.18 10.06 14.31 32.07 86.66

7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.55 1.50 1.68 1.93 2.67 3.95 2.23 2.55 3.01 3.61 5.66 9.85 3.07 3.68 4.57 5.82 10.69 25.25

3.40 3.45 4.36 5.57 9.32 16.23 3.79 4.93 6.55 8.74 16.55 33.80 5.22 7.12 9.96 14.12 31.30 86.66

7.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.53 1.70 1.66 1.90 2.63 3.91 2.20 2.52 2.97 3.58 5.59 9.85 3.05 3.65 4.52 5.82 10.69 25.25

3.35 4.19 4.29 5.48 9.18 16.06 3.73 4.87 6.46 8.67 16.34 33.80 5.19 7.07 9.86 14.12 31.30 86.66

7.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.51 1.67 1.64 1.88 2.61 3.87 2.18 2.50 2.93 3.55 5.52 9.65 3.01 3.62 4.47 5.74 10.69 25.25

3.30 4.12 4.23 5.42 9.11 15.90 3.70 4.82 6.37 8.59 16.14 33.11 5.12 7.01 9.76 13.94 31.30 86.66

6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.73 1.64 1.61 1.85 2.57 3.83 2.15 2.47 2.91 3.49 5.45 9.65 2.97 3.59 4.43 5.67 10.44 25.25

4.15 4.05 4.17 5.33 8.98 15.73 3.65 4.77 6.32 8.45 15.94 33.11 5.06 6.95 9.66 13.76 30.59 86.66

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

β= 7

β= 8

β= 9

β= 6

β= 4

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 0

β= 1

β= 2

β= 3

β= 5

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4 1:0.5

W=3.0m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25゚ , 30゚ , 35゚
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゜）, ｆ＝0.6（φ＝30゚ , 35゚ ）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.１2－２ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝３．０ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.70 1.62 1.58 1.82 2.51 3.75 2.12 2.44 2.87 3.46 5.38 9.45 2.96 3.53 4.38 5.67 10.44 23.96

4.08 3.98 4.09 5.24 8.78 15.41 3.60 4.71 6.24 8.38 15.74 32.43 5.03 6.85 9.56 13.76 30.59 82.25

6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.67 1.59 1.55 1.78 2.48 3.67 2.09 2.40 2.83 3.41 5.38 9.45 2.92 3.51 4.34 5.60 10.44 23.96

4.01 3.91 4.02 5.13 8.65 15.11 3.55 4.64 6.16 8.25 15.74 32.43 4.97 6.79 9.47 13.59 30.59 82.25

6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.64 1.55 1.53 1.75 2.42 3.64 2.06 2.36 2.78 3.36 5.26 9.27 2.88 3.45 4.30 5.52 10.20 23.96

3.95 3.83 3.95 5.05 8.47 14.96 3.50 4.56 6.04 8.12 15.37 31.80 4.91 6.69 9.38 13.41 29.89 82.25

6.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.61 1.53 1.72 1.71 2.37 3.57 2.03 2.34 2.74 3.30 5.19 9.27 2.85 3.43 4.26 5.46 10.20 23.96

3.86 3.76 4.72 4.92 8.29 14.67 3.44 4.51 5.96 7.99 15.18 31.80 4.85 6.64 9.29 13.25 29.89 82.25

6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.58 1.75 1.68 1.67 2.33 3.47 2.00 2.29 2.71 3.25 5.13 9.09 2.82 3.38 4.22 5.39 10.20 23.96

3.78 4.67 4.62 4.82 8.12 14.25 3.40 4.42 5.88 7.87 15.01 31.17 4.79 6.54 9.20 13.08 29.89 82.25

6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.54 1.71 1.64 1.63 2.26 3.40 1.97 2.25 2.66 3.21 5.07 8.92 2.78 3.35 4.14 5.33 9.98 23.96

3.69 4.57 4.50 4.70 7.91 13.98 3.34 4.35 5.77 7.75 14.83 30.58 4.74 6.49 9.03 12.93 29.22 82.25

6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.50 1.66 1.60 1.59 2.21 3.31 1.93 2.22 2.61 3.16 4.96 8.92 2.73 3.30 4.10 5.26 9.98 23.96

3.60 4.44 4.39 4.59 7.70 13.61 3.27 4.29 5.67 7.64 14.50 30.58 4.66 6.40 8.94 12.77 29.22 82.25

5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.75 1.62 1.55 1.54 2.14 3.22 1.90 2.18 2.56 3.09 4.90 8.75 2.70 3.25 4.06 5.20 9.76 22.82

4.73 4.32 4.27 4.43 7.45 13.24 3.22 4.20 5.57 7.47 14.33 30.01 4.60 6.31 8.86 12.62 28.60 78.33

5.0 6.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.70 1.57 1.51 1.72 2.07 3.11 1.86 2.13 2.50 3.02 4.80 8.58 2.66 3.21 3.99 5.14 9.76 22.82

4.59 4.19 4.13 5.24 7.22 12.78 3.16 4.10 5.44 7.31 14.02 29.44 4.53 6.22 8.70 12.47 28.60 78.33

5.0 6.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.65 1.52 1.71 1.66 2.00 2.98 1.82 2.09 2.45 2.96 4.69 8.43 2.61 3.14 3.92 5.08 9.55 22.82

4.44 4.05 5.03 5.05 6.96 12.25 3.08 4.02 5.31 7.16 13.72 28.92 4.46 6.09 8.55 12.33 27.99 78.33

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

1:0.5

W=3.0m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

β= 15

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4

β= 14

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 10

β= 11

β= 12

β= 13

β= 17

β= 18

β= 19

β= 16

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25゚ , 30゚ , 35゚
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゚ ）, ｆ＝0.6（φ＝30゚ , 35゚ ）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.１2－３ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝３．０ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

5.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.59 1.76 1.64 1.59 1.90 2.84 1.78 2.04 2.39 2.90 4.60 8.14 2.57 3.10 3.85 4.96 9.36 22.82

4.29 5.22 4.83 4.84 6.64 11.67 3.02 3.93 5.19 7.01 13.43 27.90 4.38 6.01 8.40 12.05 27.41 78.33

5.0 5.0 6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.52 1.69 1.57 1.52 1.81 2.69 1.73 1.98 2.33 2.82 4.45 8.00 2.53 3.04 3.79 4.91 9.36 22.82

4.10 4.99 4.61 4.60 6.31 11.04 2.94 3.82 5.05 6.82 13.01 27.42 4.32 5.89 8.25 11.91 27.41 78.33

4.0 5.0 5.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.81 1.60 1.79 1.69 1.69 2.52 1.68 1.92 2.27 2.73 4.32 7.73 2.48 2.98 3.72 4.80 9.17 21.78

5.72 4.72 5.79 5.46 5.88 10.33 2.85 3.71 4.91 6.60 12.62 26.51 4.23 5.77 8.11 11.65 26.85 74.76

4.0 5.0 5.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.70 1.50 1.67 1.57 1.56 2.30 1.63 1.86 2.20 2.64 4.20 7.48 2.43 2.92 3.66 4.70 8.98 21.78

5.37 4.42 5.40 5.07 5.41 9.43 2.78 3.60 4.76 6.39 12.25 25.65 4.14 5.66 7.98 11.40 26.31 74.76

4.0 4.0 5.0 5.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.56 1.71 1.52 1.72 1.60 2.01 1.58 1.80 2.11 2.55 4.04 7.24 2.37 2.87 3.57 4.60 8.81 21.78

4.92 5.85 4.88 6.01 5.80 8.24 2.68 3.46 4.57 6.15 11.79 24.83 4.04 5.55 7.79 11.17 25.80 74.76

3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.64 1.79 1.98 1.63 1.66 1.56 1.52 1.73 2.03 2.44 3.86 6.92 2.32 2.79 3.49 4.51 8.64 20.82

6.41 7.42 8.71 6.41 6.75 6.62 2.58 3.33 4.39 5.90 11.26 23.72 3.96 5.42 7.60 10.94 25.30 71.45

7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.65 1.65 1.93 2.32 3.66 6.52 2.26 2.71 3.38 4.37 8.32 20.82

3.05 3.18 4.17 5.60 10.68 22.36 3.85 5.26 7.37 10.61 24.36 71.45

7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.57 1.56 1.82 2.18 3.42 6.09 2.20 2.63 3.28 4.24 8.17 19.95

2.89 3.00 3.94 5.25 9.99 20.86 3.75 5.11 7.15 10.30 23.92 68.46

6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.70 1.66 1.68 2.01 3.12 5.56 2.13 2.56 3.19 4.12 7.88 19.13

3.44 3.44 3.63 4.83 9.09 19.07 3.64 4.96 6.94 10.00 23.07 65.66

6.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.55 1.50 1.51 1.79 2.75 4.84 2.05 2.46 3.07 3.97 7.61 18.38

3.14 3.10 3.26 4.32 8.00 16.58 3.50 4.78 6.70 9.64 22.29 63.09

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す
中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す
下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

β= 27

β= 28

β= 29

β= 26

β= 24

1:0.4 1:0.5 1:0.61:0.3

β= 20

β= 21

β= 22

β= 23

β= 25

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.01:0.3 1:0.4 1:0.5

W=3.0m

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.8
条件

φ = 25゜　ｆ = 0.5

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m

3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25゚ , 30゚ , 35゚
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゚ ）, ｆ＝0.6（φ＝30゚ , 35゚ ）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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表 II.１2－４ ク－ロン式による土圧（Ｂ＝３．０ｍ）

大型篭枠早見表

内部摩擦角
１：Ｎ

背面勾配(°)

4.0 5.0 6.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.79 1.60 1.51 1.76 1.87 3.08 1.97 2.36 2.93 3.80 7.24 17.70

4.76 3.98 3.72 4.75 5.44 10.53 3.37 4.58 6.39 9.22 21.20 60.74

8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.88 2.24 2.78 3.58 6.80 17.05

3.22 4.35 6.06 8.68 19.90 58.52

8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.78 2.12 2.62 3.36 6.41 15.90

3.05 4.11 5.70 8.14 18.75 54.57

8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.65 1.96 2.42 3.09 5.82 14.43

2.84 3.81 5.26 7.50 17.02 49.52

8.0 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.50 1.77 2.15 2.74 5.08 12.18

2.57 3.43 4.69 6.63 14.85 41.80

6.0 6.0 8.0 8.0 8.0 8.0

1.50 1.74 1.55 1.91 3.29 7.21

3.07 3.93 3.38 4.62 9.61 24.73

上段は最高積み高さ（ｍ）を示す

中段は滑動に対する安全率(Fs)を示す

下段は転倒に対する安全率(Fr)を示す

1:0.3 1:0.4 1:0.5

φ = 30゜　ｆ = 0.6

1:1.01:0.4 1:0.5 1:0.6 1:0.81:0.3

β= 30

β= 31

φ = 35゜　ｆ = 0.6

1:0.61:0.8 1:1.0 1:0.3 1:0.8 1:1.0

W=3.0m

β= 34

1:0.4 1:0.5

β= 32

β= 33

β= 35

条件
φ = 25゜　ｆ = 0.5

1:0.6

設計条件
・中詰材の単位体積重量（現採土） γd＝ 18.00 kN／m

3

・土の単位体積重量 γs＝ 18.00 kN／m
3

・土の内部摩擦角 φ＝25゚ , 30゚ , 35゚
・滑り摩擦係数  ｆ＝0.5（φ＝25゚ ）, ｆ＝0.6（φ＝30゚ , 35゚ ）
・壁面摩擦角 δ＝2／3 φ
・上載荷重  ｑ＝ 0.00 kN/ｍ

2

・安全率 滑動 Fs≧ 1.5 
転倒 Fr≧ 1.5 

注） ・背面盛土はのり面として安定していることを前提とします。
・上記設計条件が、現地の土質条件と異なる場合は、
　別途御相談下さい。
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III. 施工編

１. 施工に必要な用具

（１） 組み立て用

・ Ｍ１６用レンチ（Ｍ８用レンチ：上面ﾊﾟﾈﾙ使用時）、スパナ類、ハンマ－、シノ等

・ バケツ（ボルト、ナット、ワッシャ類入れ用）

・ガス等の切断具

（２） ポリエチレンネット類、吸い出し防止材等を使用する場合

・ カッター

・ 番線（ポリエチレンネット類、吸い出し防止材等の仮留め用）

２. 組立要領

大型篭枠の組立の要領を下図に示します。大型篭枠の形状寸法を確認し、大型篭枠の計

画断面や施工延長などが、設計図と一致するように、施工の安全性を考慮したうえ、のり

面整形、床均しを行って下さい。 

２－１. 直線部の組立て

（１） 本体を設置後、後面パネルを

起こし金網の上部に仮止材を

かけます。 

・ 前面パネルと後面パネルはコ

イル筋で連結して納入します。 

図 Ⅲ.１ 仮止材の取り付け

（２） 端面パネルを取り付ける

前に、水平材、斜材を図の

ように取り付けます。 

・ 端部は水平材よりも斜材

のほうを内側に取り付け

ます。 

・ 水平材、斜材の取り付け方

は（４）を参照して下さい。 

図 Ⅲ.２ 端部の水平材、斜材取り付け

前面側

後面側

仮止材φ9

仮止材φ9

後面側

前面側

斜材φ13

水平材φ13
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（３） 端面パネルを前面パネル、後面パネルにボルトにて取り付けます。 

図 Ⅲ.３ 端面パネルの取り付け

赤丸部分の爪を前面パネルのφ16の内側に引っ掛けます。 

端面パネル

前面パネルのφ16
外側 

前面側

後面側

端面パネル

端面パネル

前面側

後面側

前面パネルのφ16 
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（４） 斜材を隣接する前面側

と後面側のφ16mm 2本

に前面側を上、後面側を

下に掛けます。 

次に、水平材を隣接する     

前 面 側 と 後 面 側 の  

φ16mm 2本に水平に掛

けます 

図 Ⅲ.４ 斜材、水平材の取り付け

（５） 切梁を前面パネル、後面パネルにボルトにて取り付けます。 

その後、仮止材を取外し、次の組立てに使用します。 

・ ボルトを本締めする前に仮止材を取外してください。  

図 Ⅲ.５ 切梁の取り付け

斜材φ13

水平材φ13

Ａ部詳細

切梁

前面側

後面側ボルト
M16×40

ナット

切梁

座金

連結詳細

前面側

後面側

斜材φ13

水平材φ13

A

コイル筋
φ５×５０

斜材
φ１３

赤丸部
後面側斜材の取付

下から1段目の横筋φ6

の上に掛けます。

横筋φ6
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（６） 大型篭枠への中詰石は、原則として15cm～20cmの栗石や砕石等を使用し、隙間のあ

る場合は、目潰し材を入れて転圧をして下さい。中詰材の作業は、中央部および後

面側はある程度まで重機（バックホウ等）で投入し、仕上げと前面側は人力により

並べます。 

バックホウによる石詰めの場合には、中詰材投入時に石礫が部材に当たって変形し

ないように注意しながら行ってください。 

図 Ⅲ.６ 中詰め

（７） 完成 

前面側 後面側

前面は手で並べる
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２－２. 曲線部の組立て

（１） 下図の通り、曲線部はＬパネルを用いて対応します。 

図 Ⅲ.７ Ｌパネルを用いた曲線対応

（２） ここでは、凹曲がりを例に解説します。本体の前面パネルを支点とし、後面パネ

ル同士の隙間をＬパネル0.5m、1.0mの幅に合わせ、本体をセットします。 

仮止材

前面ﾊﾟﾈﾙ

後面ﾊﾟﾈﾙ

仮止材

図 Ⅲ.８ 本体のセット

Ｌパネル

Ｌパネル

５００（１０００）
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（３） Ｌパネルと本体が重なる底網では、Ｌパネルを本体底網の上にて設置し、斜材・

水平材を順に取り付けます。 

図 Ⅲ.９ Ｌパネルのセット

（４） 本体とＬパネルを切梁とボルトにて連結します。 

① 本体とＬパネルの切梁ボルト孔を確認します。 

図 Ⅲ.１０ ボルト孔の確認

左側 右側

左側切梁ボルト孔 右側切梁ボルト孔

Ｌパネル

水平材

斜材
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② 下図の通り、切梁をＬパネルにセットします。 

図 Ⅲ.１１ 切梁のセット

③ 支点となる前面パネル側の切梁に連結板（PL-6）をセットし、ボルトにて連結し

て終了です。 

図 Ⅲ.１２ ボルト接合

この部分のボルト孔に合わせる

左側 右側

左側 右側

連結板

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄ



49 

（５）完成 

図 Ⅲ.１３ 完成図

２－３. 上面パネル（ふた）の取付け方法

（１） 上面パネルを上から被せて取付けます。 

図 Ⅲ.１４ 上面パネルのセット

連結板

後面側前面側

水平材

斜材

切梁

上面パネル φ13

φ9φ9 φ6

外　側

内　側
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（２） 連結材を用いて、上面パネルを取

付けます。連結材は、下図の通り

延長方向は隣り合う上面パネル

と切梁（アングル）を抱きかかえ

るように取付けます。前面側、後

面側は上面パネルと前面パネル、

後面パネルのアングルを抱きか

かえるように取り付けます。 

図 Ⅲ.１５ 連結材詳細図

図 Ⅲ.１６ 連結材の取付け位置

（３） 完成 

図 Ⅲ.１7 完成図（EF200-Nの場合）

3.2

Ｍ８

Ｍ８

6.513

1
5

Ｍ８

Ｍ８

7
5

96

２-φ１０孔

9
5

18

連結材

連結材

上面パネル

前面側 後面側

連結材

連結材の取付箇所は詳細図を参照して下さい。

EF200-Nの場合



51 

３. 施工管理

３－１. 出来形管理
大型篭枠はその屈撓性により、コンクリート重力式擁壁などと比較して支持力の弱い地

盤にも対応できる特長をもっており、地盤の変形や荷重に対して構造物の変形によって対

応するものであるので、施工中の若干の変形は許容されるものと思われます。したがって、

大型篭枠の出来形管理にはこの変位量を含めないで別途管理することが望ましいと思わ

れます。大型篭枠の出来形管理基準は、大型篭枠はふとんかごの一種であるので、ふとん

かご類を参考にすればよいものと思われます。

３－２. 中詰材管理
大型篭枠はその構造上、基礎地盤の沈下のみならず、中詰材の圧密によっても変形しま

すので、十分な中詰めおよび転圧を行って下さい。場合によっては、予め必要量を余盛り

して下さい。

バックホウによる石詰めの場合には、中詰材投入時に石礫が部材に当たって変形しない

ように注意しながら行ってください。 
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Ⅳ．参考資料

１. 大型篭枠の部材積算方法

大型篭枠の部材の積算は、下記の要領で行って下さい。

① 正面図より 1.0m（Ｍ）と 0.5ｍ（Ｎ）のユニット数量を数える。
② 端面パネル（Ｐ）の数量を数える。

③ 各段当たりの施工延長のユニット数の平均値（Ｋ）

表 Ⅳ.１ 積算方法
 部材名 計算方法

１．０ｍパネル Ｍ

０．５Ｍパネル Ｎ

端面パネル Ｐ

切梁 Ｍ＋Ｎ－Ｐ／２

水平材 Ｍ＋Ｎ＋Ｐ／２

斜材 Ｍ＋Ｎ＋Ｐ／２

ボルトナット （Ｍ＋Ｎ－Ｐ／２）×４＋Ｐ×２

仮止材 Ｋ≦１５

注）平面曲がりや上面パネルを使用する場合は、別途積

算いたします。

２. 積算例

図 Ⅳ.１ 積算モデル

正面図より               表 Ⅳ.２ 積算例
① M=26、N=1 
② P=6 
③ K=9 （6+10+11）/3 

部材名 数量

1.0mパネル 26
0.5mパネル 1
端面パネル 6
切梁 24
水平材 30
斜材 30
ボルトナット 108
仮止材 9

正面図

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2 3 4 5 6 7 8 9 101 11
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３. 設計条件シート

次項に設計条件シートを示します。



54 

大型篭枠 安定計算書設計条件シート

● 事業所名：                          

● 工事名 ：                          

（１） 共通

中詰材の種類 ：         

中詰材の単位体積重量 ：     kN／ｍ３

中詰材のせん断抵抗角 ：     ゜

基礎地盤の許容支持力度 ：     kN／ｍ２

基礎地盤と壁体（堤体）のすべり摩擦係数 ：     

（２） 土留工

背面土の種類 ：         

背面土の単位体積重量 ：     kN／ｍ３

背面土のせん断抵抗角 ：     ゜

背面土の粘着力 ：     kN／ｍ２

背面土の勾配（一様勾配でない場合図面を添付）：     ゜      ％

上載荷重 ：     kN／ｍ２

土圧計算法（○で囲む） ：クーロン式

：試行くさび法

：埋め戻し土砂による土圧

                      余掘幅：   ｍ 掘削勾配 １：   

地震時の検討（○で囲む） ：する  しない

地震係数 ：     

（３） 小規模な砂防ダム、治山ダム（堤高５ｍ以下）

越流水深 ：     ｍ

水の単位体積重量 ：     kN／ｍ３

堆砂の種類 ：     

堆砂の単位体積重量 ：     kN／ｍ３

堆砂のせん断抵抗角 ：     ゜

治山ダムの場合

計算タイプ ：     型

堆砂勾配 ：     ゜      ％

耐震設計（○で囲む） ：する  しない

地震係数 ：     

（４） その他特記事項（断面形状等）


